
高等学校国語科学習指導案 

広島県立教育センター 

指導主事 河原 宜央 

１ 科 目：「言語文化」 

２ 単元名：「『本歌取り』で気付きや想いをイメージ豊かに表現しよう」 

３ 教 材：「万葉集，古今和歌集，新古今和歌集」（教科書掲載），「小倉百人一首」，本歌取りについて

の解説（教科書の解説） 

４ 単元観 

本単元は，「自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表

現したいことを明確にすること」（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ 書くこと ア）及び「本歌取りなどの

我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解すること」（〔知識及び技能〕(1)オ）を

重点的に指導する目標として設定する。 

上記の事項は，日常生活における自身の気付きや感動について，本歌取りを用いた短歌で表現する言語

活動を通して指導する。教材は，本歌取りに関する知識を得られる解説文，また，本歌とするにふさわし

い和歌として，現代においても人口に膾炙していると考えられる和歌（教科書に掲載されている歌や，小

倉百人一首の歌）を用いる。 

 

５ 生徒観 

 和歌や短歌の特徴についての基本的な事項，感じたことや想像したことを短歌で表現することについ

ては，中学校までに学習している。 

 多くの生徒は日常的にＳＮＳ等を使用して自分の思いを表出しているが，短文や平易な言い回しに終

始することが多く，多彩な表現を用いたり，練ったりする機会は少ないと考えられる。 

 本単元では，中学校までの学習を想起させつつ，和歌の特徴的な表現の一つである本歌取りの手法を用

いて自分の気付きや感動を表現する経験をさせ，イメージ豊かに表現をすることのよさや面白さを実感

させたい。 

 

６ 指導観 

 本単元における指導上の工夫は主に次の二点である。 

① 本来は表現したい事柄があって，それを伝えるのにふさわしい表現（本単元では短歌）を検討するの

が既習の手順であるが，本単元ではあえて，表現したい事柄はおおまかに決めるにとどめておき，本歌

として下敷きにしたい和歌に照らして，表現したい事柄を具体化，焦点化するという順をとる。目標と

する「適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味」するためには，四季の移ろいや，人の心

の機微などに目を向ける必要がある。本歌の表現を単純に取り入れるのではなく，一種のオマージュと

して表現する上では，本歌における題材の掘り下げ方を参考に，自身で価値ある題材を探していくこと

が生徒の思考の順序として自然であると考えるためである。 

② 詠んだ短歌はその解説とともに学校のＷＥＢページに掲載する，ということを言語活動のゴールと

して生徒に示す。表現する以上は「読み手」に対する意識が必要であり，また，ＳＮＳとは異なるがデ

ジタル媒体を使って表出することは，生徒にとって本単元の言語活動がよりオーセンティックなもの

となり，学習意欲を高められると期待できるからである。 



７ 単元の目標 

○ 本歌取りなどの我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解することができる。 

〔知識及び技能〕 

○ 自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現したいこ

とを明確にすることができる。                 〔思考力，判断力，表現力等〕 

○ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の

言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会と関わろうとする。 

〔学びに向かう力，人間性等〕 

８ 言語活動 

 日常生活の中で，自分が気付いたことや感動したことについて，学校のＷＥＢページに掲載することを

目的として，本歌取りを用いた短歌で表現する（短歌には解説を添える）言語活動。（Ａ 書くこと 言

語活動例アに基づく） 

 

９ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ａ 本歌取りなどの我が国の

言語文化に特徴的な表現の

技法とその効果について理

解している。 

ｂ 「書くこと」において，自分

の知識や体験の中から適切な

題材を決め，集めた材料のよ

さや味わいを吟味して，表現

したいことを明確にしてい

る。 

ｃ 表現したい事柄について，その

よさや味わいを粘り強く吟味し，学

習課題に沿って吟味・推敲しなが

ら，自身の気付きや感動を本歌取り

を用いた短歌に表すとともに，その

解説を作成しようとしている。 

 

10 単元の指導と評価の概要（全６単位時間想定）         ◆：記録に残す評価 

次 学習活動 知 思 主 評価方法 

一 

○ 単元の目標や言語活動の進め方を確認し，学習の見通しを

もつ。 

〔本歌取りについての理解〕 

○ 中学校までの学習内容を振り返り，和歌，短歌の特徴，短

歌で表現する際にどのような工夫をしたかについて，学級全

体で共有する。 

○ 本歌取りの技法や効果について，教科書の解説やインター

ネットを使って調べたことを基に，事例を挙げてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

◆ 

   

 

 

 

 

 

(知)「ノート」及

び単元終了後の

「ペーパーテス

ト」 

二 

〔共通課題〕 

○ 予め指導者が設定した「気持ち」（散文で書かれたもの）に

ついて，その気持ちを本歌取りの短歌で表現するための本歌

を選び，第一次の学習内容を生かして本歌取りの短歌を詠

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



む。 

○ 本歌に同じ和歌を選択した生徒同士で，作成した短歌を交

流し，そこで得た意見やアイディアを踏まえて短歌を推敲す

る。 

 

◆ 

 

◆ 

 

(思)「短歌」 

(主)「振り返りシ

ート」 

三 

〔個別課題〕 

○ 指導者が示す題材の分類（季節，恋，人の心等）の中から，

自分が表現したいものを選ぶ。 

○ 教科書に掲載されている和歌や小倉百人一首の和歌を読

み，自分が共感したり，新たな気付きを得たりした歌（三首

程度）を本歌の候補にする。 

○ 選定した本歌の題材の掘り下げ方を参考に，自分が表現し

たい内容の具体的な材料（よさや味わいが読み手にも感じら

れるもの）を集め，それを表すための本歌を吟味し，決める。 

○ 本歌のどの部分を取り込むか検討しながら，短歌を詠む。 

 

 

 

 

 

○ 作成した短歌の詠歌事情や，なぜその和歌を本歌としたか

などの解説を書く。 

○ 単元の学習を通して得た気付きを「振り返りシート」に書

く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思)「短歌」及び

「解説」 

(主)「振り返りシ

ート」及び「短歌」

の推敲履歴，「解

説」 

 

11 単元の流れ ※「評価規準・評価方法」欄のａ～ｃは「単元の評価規準」にそれぞれ対応している。 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

一 

○ 単元の目標や言語活動

の進め方を確認し，学習

の見通しをもつ。 

 

 

○ 中学校までの学習内容

を振り返り，和歌，短歌の

特徴，短歌で表現する際

にどのような工夫をした

かについて，学級全体で

・ＳＮＳでの発信の経験などを問

い，伝えたいと思った事柄を短歌

に表し，学校のＷＥＢページに掲

載するという，言語活動のゴール

を示す。 

・形式や掛詞などの修辞に関する知

識の他，限られた文字数で表現す

るために，言葉を選んだり，盛り

込む内容を精選したりした経験

を想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 材料や本歌を吟味・検討する過程で，同じ分類を選択し

たグループで適宜交流し，材料や本歌の選択・取り入れ方

について，意見やアイディアを出し合い，それを基に各自

で推敲する。 

 



共有する。 

○ 本歌取りの技法や効果

について，教科書の解説

やインターネットを使っ

て調べたことを基に，事

例を挙げてまとめる。 

 

・本歌を踏まえた表現であることが

分かるようにし，本歌の内容を取

り込みつつも，新しい内容を詠む

という，本歌取りの条件を確認さ

せる。 

・実際の本歌取りの和歌や現代の楽

曲の歌詞などにみられる本歌取

りの事例を示し，本歌取りの効果

を具体的に理解できるようにす

る。 

 

(知)ａ「ノートの記述」 

実際の和歌の事例に触れ

ながら，本歌取りの条件や

効果をまとめているかを確

認する。 

(知)ａ「ペーパーテスト」 

本歌と本歌取りの和歌を

提示し，本歌取りがもたら

す効果を記述式で問い，理

解の状況を確認する。 

二 

〔共通課題〕 

○ 予め指導者が設定した

「気持ち」（散文で書かれた

もの）について，その気持ち

を本歌取りの短歌で表現す

るための本歌（これも指導

者側で三首程度の候補を示

す）を選び，第一次の学習内

容を生かして本歌取りの短

歌を詠む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本歌に同じ和歌を選択

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第一次の学習を踏まえて，本歌に

するという目的を意識させなが

ら，和歌を読むように促す。 

・実態に応じて，和歌には現代語訳

や語注を付す。 

・表現したい気持ちと本歌の内容を

比較・検討し，表現したい気持ち

にふさわしい情景を含む和歌を

本歌として選ばせたり，本歌とし

たい情景にふさわしくなるよう

にするには，気持ちをどのように

表現したらよいかなどについて

吟味したりして短歌を詠むよう

にさせる。 

・交流に際しては，例えば上記の和

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思)ｂ「短歌」 

第一次に学習した本歌取

りについての理解を踏ま

え，提示された気持ちと，本

歌の内容が，相互にふさわ

しいものとなるような短歌

を詠んでいるかを確認す

る。 

(主)ｃ「振り返りシート」 

読み手を意識して，表現

したい事柄がもつ価値を粘

り強く吟味しようとしてい

るかを確認する。必要に応

じてノートのメモも確認す

る。 

〔指導者が提示する課題の例〕 

◎Ａさんは，次のような気持ちを本歌取りの短歌で表そうとしていま

す。あなたなら，どのような短歌を詠みますか。Ａさんの【メモ】を

基に短歌を詠んでください。 

【メモ】 

・表現したい気持ち 

テストの結果が思ったよりよく，誰かに話したいけれど，自分から話

すのは恥ずかしくてできない，というもどかしい気持ち。 

・本歌の候補 

①もろともにあはれと思へ山桜 花よりほかに知る人もなし 

②忍ぶれど色に出でにけり我が恋は 物や思ふと人の問ふまで 

③見せばやな雄島のあまの袖だにも 濡れにぞ濡れし色は変はらず 



した生徒同士で，作成した

短歌を交流し，そこで得た

意見やアイディアを踏まえ

て短歌を推敲する。 

 

歌③は「見せばやな」（見せたい）

の部分が直接的な表現なので本

歌に使う生徒が多いと想定され

るが，あえて「雄島のあま」の部

分を使って，「見せばやな」という

気持ちを想像させる効果など，第

一次に示した本歌取りの例など

を踏まえさせる。 

三 

〔個別課題〕 

○ 指導者が示す題材の分

類（季節，恋，人の心等）

の中から，自分が表現し

たいものを選ぶ。 

○ 指導者が用意した和歌

のリストを読み，自分が

気持ちを重ねられそうな

歌（三首程度）を本歌の候

補にする。 

 

 

 

○ 選定した本歌の題材の

掘り下げ方を参考に，自

分が表現したい内容の具

体的な材料（よさや味わ

いが読み手にも感じられ

るもの）を集め，それを表

すための本歌を吟味し，

決める。 

○ 本歌のどの部分を取り

込むか検討しながら，短

歌を詠む。 

 

○ 材料や本歌を吟味・検

討する過程で，同じ分類

を選択したグループで適

宜交流し，材料や本歌の

選択・取り入れ方につい

て，意見やアイディアを

 

・表現したい材料についても思いつ

いた場合はメモをさせておく。 

 

 

・本歌の候補とする和歌は，数が多

いと選定に時間がかかるため，指

導者側で教科書や小倉百人一首

の中から 10 種程度に精選して提

示する。なお，提示する和歌の中

に，すでに本歌取りしている和歌

があったとしても，その本歌まで

たどらせることは求めない。 

・短歌に詠み込む材料（事柄や気持

ち）と本歌の内容とが相互にふさ

わしくなるように吟味させる。例

えば，季節の情景を題材とした序

詞を含む和歌を本歌に取り上げ，

その序詞にふさわしい材料（自然

の繊細さや人の心の機微など）を

考えたり，逆にその材料にふさわ

しい情景を考えたりして本歌と

する和歌（の一部）を考えたりす

るように指導する。 

・交流に際しては，短歌そのものの

出来栄えの善し悪しではなく，表

現しようとした材料の趣や，本歌

を織り込んだことによる効果，ま

た技巧的になり過ぎて却って表

そうとした内容が伝わりにくく

なっていないかなどを検討させ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(思)ｂ「短歌」及び「解説」 

自分の体験したことや知識

のうち，本歌とした和歌に

示されるような，価値ある

事柄（自然の繊細さ，人の心

の機微など）を本歌取りを

した短歌に詠み，その短歌

の趣旨や本歌との関係を解

説に書いているかを確認す

る。 

(主)ｃ「振り返りシート」

「短歌」の推敲履歴，「解説」 



出し合い，それを基に各

自で推敲する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作成した短歌の詠歌事

情や，なぜその和歌を本

歌としたかなどの解説を

書く。 

○ 単元の学習を通して得

た気付きを「振り返りシー

ト」に書く。 

 

る。 

・推敲する際には，文書作成ソフト

を使用して推敲の履歴が残るよ

うにしておく。 

・「解説」は，ＷＥＢページに掲載す

ることを念頭に，他の人が読んで

も分かるように本歌とした和歌

の現代語訳や，表そうとした材料

と本歌の関係などを説明したも

のにする。 

・生徒の実態に応じて，解説に書く

べき内容のひな型を用意してお

く。 

 

 

 

・今回の言語活動において苦労した

ことや，今後の表現活動に生かし

たいことを記入させる。 

 個人での作業や交流を経

て，学習課題に沿って粘り

強く短歌に表そうとする材

料や本歌の表現を吟味，推

敲しようとしているかを確

認する。必要に応じて，文書

作成ソフトの推敲履歴を確

認する。 

 

12 第三次の「思考・判断・表現」の観点が「概ね満足できる状況（Ｂ）」と判断される短歌と解説の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価規準の「自分の体験したことや知識のうち，本歌とした和歌に示されるような，価値ある事柄（自

然の繊細さ，人の心の機微など）を本歌取りをした短歌に詠み，その短歌の趣旨や本歌との関係を解説に

書いている」に照らし，自分の体験に基づく気持ち（傍線部）を，本歌取りの短歌（二重傍線部）に詠み，

短歌の趣旨や本歌との関係を説明（波線部）が書けていることが確認できるため，「概ね満足できる状況」

【
短
歌
】 

本
年
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
訪
れ
て 

 

僕
は
ま
つ
ほ
の
藻
塩
に
な
り
つ
つ 

【
解
説
】 

〔
本
歌
〕 

 

来
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦
の
夕
凪
に 

 
 
 
 

焼
く
や
藻
塩
の
身
も
こ
が
れ
つ
つ 

（
小
倉
百
人
一
首
・
藤
原
定
家
） 

 

（
訳
）（
待
っ
て
い
て
も
）
来
て
く
れ
な
い
人

を
待
っ
て
い
る
私
は
、
あ
の
松
帆
の

浦
の
、
夕
凪
時
に
焼
く
藻
塩
の
よ
う

に
、
身
も
焦
が
れ
る
ほ
ど
に
恋
し
続

け
て
い
る
こ
と
で
す
。 

〔
説
明
〕 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
、
気
に
な
る
相
手
か

ら
チ
ョ
コ
を
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
そ
わ
そ

わ
し
な
が
ら
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
気
持
ち
を
表

現
し
た
。
待
っ
て
い
て
も
期
待
は
で
き
な
い
の

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
身
を
焦
が
す
よ
う
な
思

い
で
待
っ
て
し
ま
う
と
い
う
切
な
い
気
持
ち

を
、
本
歌
の
、
恋
人
を
待
つ
気
持
ち
を
焼
か
れ

る
藻
塩
に
た
と
え
て
詠
ん
だ
表
現
に
重
ね
た
。 

 



と判断する。 

 なお，評価規準の「価値ある事柄」をどの程度の内容とするかについては，解説の中で詳しく説明され

ていることや，本歌の趣旨と全く無関係でないかということなどで判断する。 

 また，上に示した解説に，次に示すような，本歌についてより解釈を深めた説明が付されている場合

は，「十分満足できる状況（Ａ）」と判断する。 

 

 

 

 

13 第三次の「思考・判断・表現」の観点が「努力を要する状況（Ｃ）」と判断される生徒への手立て 

 個人での作業や交流の様子を観察し，表現したい材料が浮かばない生徒には，本歌の候補として示した

和歌の現代語訳を読みながら，「その気持ちは自分も経験がある」とか，「面白いものの見方だ」と感じる

部分に〇を付けていき，どのような事柄に共感したり，興味を抱いたりしているのかを視覚的に分かるよ

うに指導する。必要に応じて，指導者が用意した事例や他の生徒の例などを示す。 

 

本歌の「まつほの浦」の「まつ」は、（来ぬ人を）「待つ」が掛けられている。そうした掛詞の表現

も生かすために、「僕は」の後に「まつほ」と詠んだ。 

 


